
アンプアダプタ基板

ＤＡＣＳ－８２１０

取扱説明書



機器使用に関する注意と警告

（１）本基板は産業用途として製造していますので、ご使用には電気一般の知識を

必要とします。一般家庭にてご使用になる電気機器には使用できません。

（２）接続の間違い、または操作の誤りによって、万一、対象となる相手方装置、

または本基板のいずれかが故障しても、本基板側は一切の責任を負いません。

（３）本基板を接続することにより、対象機器の電気的な回路状態が変化する場合

は、直ちに本基板の使用を中止してください。

（４）本基板から、対象機器となる装置に異常電圧等がかかり、相手方装置が故障し

た場合においても、本基板側は、相手方装置に関する一切の責任を負いませ

ん。
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１． 仕様

本基板は、別売のＵＳＢ接続ディジタル＆アナログ入出力基板「ＤＡＣＳ－８２００」とと
もに使用して、パソコンのＵＳＢポートより、アナログ信号の入出力を実行するアンプ基板

です。このアダプタを使用することにより、正負両極性の高精度アナログ信号入出力を行う

ことができます。

（ご注意）本基板は、ＤＡＣＳ－８２００基板とペアにてキャリブレーションを実施してい

ます。異なるシリアル番号のＤＡＣＳ－８２００と組合せた場合は、正確なＡＤ

変換値を得ることができません。また、正確なＤＡ変換出力を行うこともできま

せん。必ず同一シリアル番号のセットにてご使用ください。

アナログ入力アンプの仕様（DACS-8200 AD変換入力に接続）

チャンネル数 ２ｃｈ

計測電圧範囲 アンプゲイン ×１ ±１．２５Ｖ

×１０ ±１２５ｍＶ

×１００ ±１２．５ｍＶ

入力 差動入力 入力抵抗 約４ＭΩ（各信号と０Ｖ間）

同相入力電圧範囲 ±１０Ｖ

同相電圧除去 入力側にて ±１０Ｖまで ８０ｄｂ

片側を０Ｖに接続してシングルエンドでも使用できます。

許容最大入力電圧 ±３０Ｖ

（警告）許容最大入力電圧を超える電圧を印可すると

基板内部の計測アンプが壊れます。

出力 －０．３～＋３．５Ｖ 出力抵抗 １ＫΩ±１％
出力電圧範囲および出力抵抗ともに、DACS-8200基板の

入力保護に適合しています。本アンプの入力電圧にかかわら

ず、この範囲を超えることはありません。

アンプゲイン ×１ ×１０ ×１００

基板上のジャンパ設定により、いずれかを選択します。

チャンネルごとに個別に設定できます。

ＤＣ入力ゲイン精度 アンプ単独の場合 ±２％（２５℃）

ＤＡＣＳ－８２００基板と組合せた場合は、

ＤＡＣＳ－８２００側にてキャリブレーションを実行するこ

とにより、±０．１％（アンプゲイン1および10 ２５℃）

ＤＡＣＳ－８２００とＤＡＣＳ－８２１０を組合せたセット

品 ８２ＡＤＡ では、出荷時にキャリブレーションを実施済
みです。詳細は ８２ＡＤＡ説明書をご覧ください。

オフセット電圧 出力側にて 最大 ±１０ｍＶ（２５℃）

周波数特性 ＤＣ ～ １００ＫＨｚ（－３ｄｂ）

ドリフト電圧 出力側にて ５ｍＶ以下（０～＋５０℃）

内部ノイズ １０μＶ（入力換算）程度
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アナログ出力アンプの仕様（DACS-8200 ＤＡ変換出力に接続）

チャンネル数 ２ｃｈ

入力 入力抵抗 約９ＫΩ

許容最大入力電圧 ±１２Ｖ

（警告）許容最大入力電圧を超える電圧を印可すると

基板内部のアンプが壊れます。

アンプゲイン ＤＡＣＳ－８２００基板出力 ０～＋２．３Ｖに対して、

アンプ出力 －１０Ｖ～＋１０Ｖ の固定ゲイン

ＤＣゲイン精度

ＤＡＣＳ－８２００側にてキャリブレーションを実行するこ

とにより、データ０００～ＦＦＦ（１６進数）にて、

－１０Ｖ～＋１０Ｖ ±０．２％（２５℃）

ＤＡＣＳ－８２００とＤＡＣＳ－８２１０を組合せたセット
品 ８２ＡＤＡ では、出荷時にキャリブレーションを実施済

みです。詳細は ８２ＡＤＡ 説明書をご覧ください。

出力抵抗 約５０Ω

オフセット電圧 ＤＡＣＳ－８２００側にてキャリブレーション時

最大 ±２０ｍＶ（２５℃）

周波数特性 ＤＣ ～ １００ＫＨｚ（－３ｄｂ）

ドリフト電圧 １０ｍＶ以下（０～＋５０℃）

共通仕様

電源 ＋５Ｖ ２０ｍＡ（出力無負荷時）

ＤＡＣＳ－８２００基板より供給

動作周囲温度 ０～５０℃
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２．接続およびジャンパ設定

デジタル入出力信号
ケーブル側コネクタは別売品

CN1

CN5

ＤＡＣＳ－８２００

USBケーブル

CN2

別売品 電源

DACS-8210
CN3 添付ケーブル

(15cm)

アナログ入出力信号

DACS-8210添付ケーブル(5cm)

CN3 CN4

アナログ出力 CN1 アナログ入力

ＤＡＣＳ－８２１０
ケーブル側 CN2 ケーブル側

コネクタは コネクタは

別売品 別売品

コネクタの配置位置は実体と異なります。

配置実体は基板外形図をご覧ください。

アナログ入力 出荷時

ｃｈ１アンプゲイン ×１ ×１０ ×１００

ジャンパの設定 ＪＰ１ OPEN CLOSE OPEN

ＪＰ２ OPEN OPEN CLOSE

ｃｈ２アンプゲイン ×１ ×１０ ×１００

ジャンパの設定 ＪＰ３ OPEN CLOSE OPEN

ＪＰ４ OPEN OPEN CLOSE

【図２．１】 ＤＡＣＳ－８２００とＤＡＣＳ－８２１０の接続方法
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３．コネクタのピン配置
（注）入力および出力の表現は、本基板を中心に表現しています。

ＣＮ１ アナログ信号入力コネクタ （Ｄ－ＳＵＢ ９ピン オス）

ケーブル側コネクタ固定ネジ ミリネジ Ｍ2.6

ケーブル側適合コネクタ例 オムロン ソケット ＸＭ２Ｄ－０９０１
カバー ＸＭ２Ｓ－０９１１

1 2 3 4 5

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 基板側コネクタ接続口に向かってみた図です

6 7 8 9

１ ｃｈ１ 差動入力 ＋ ６ ０Ｖ

２ ｃｈ１ 差動入力 － ７ ０Ｖ

３ ０Ｖ ８ ０Ｖ

４ ｃｈ２ 差動入力 ＋ ９ ０Ｖ

５ ｃｈ２ 差動入力 －

ＣＮ２ アナログ信号出力コネクタ （Ｄ－ＳＵＢ ９ピン メス）

ケーブル側コネクタ固定ネジ ミリネジ Ｍ2.6

ケーブル側適合コネクタ例 オムロン プラグ ＸＭ２Ａ－０９０１

カバー ＸＭ２Ｓ－０９１１

5 4 3 2 1

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 基板側コネクタ接続口に向かってみた図です

9 8 7 6

１ ｃｈ１ 出力 ６ ０Ｖ

２ ｃｈ２ 出力 ７ ０Ｖ

３ ０Ｖ ８ ０Ｖ
４ ０Ｖ ９ ０Ｖ

５ ０Ｖ

ＣＮ３ アナログ入出力コネクタ （８Ｐコネクタ DACS-8200と接続）

基板側 型式 日本圧着端子製造 Ｂ８Ｂ－ＰＨ－Ｋ－Ｓ

ケーブル側 型式 日本圧着端子製造 ＰＨＲ－８

１ アナログ信号出力（DACS-8200 ＡＤ変換用） ＣＨ１ ケーブル色（青）

２ アナログ信号出力（DACS-8200 ＡＤ変換用） ＣＨ２ （白）

３ アナログ信号出力用０Ｖ （黒）

４ 無接続

５ 無接続

６ アナログ信号入力用０Ｖ （黒）
７ アナログ信号入力（DACS-8200 ＤＡ変換用） ＣＨ１ （赤）

８ アナログ信号入力（DACS-8200 ＤＡ変換用） ＣＨ２ （黄）

ＣＮ４ 電源入力コネクタ （３Ｐ DACS-8200と接続）

１ ＋５Ｖ電源入力 （出力無負荷時 ２０ｍＡ 最大入力電流 １２０ｍＡ）

２ 接続なし

３ ０Ｖ
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４．基板外形図

基板取付ねじ穴 φ３．５ｍｍ ４か所

ＤＡＣＳ－８２００基板と同一寸法です。

ＤＡＣＳ－８２００基板とスペーサを使用して２段重ねにすることができます。

【図４．１】 ＤＡＣＳ－８２１０基板外形図
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ＤＡＣＳ－８２１０製品内容

製品の名称 アンプアダプタボード ＤＡＣＳ－８２１０

標準構成 ＤＡＣＳ－８２１０基板 １枚

ＤＡＣＳ－８２００との接続用

アナログ信号入出力ケーブル ５ｃｍ １本

電源接続３Ｐケーブル １５ｃｍ １本

製造販売 ダックス技研株式会社
ホームページ https://www.dacs-giken.co.jp

DACS821022527P


